
立花高等学校通信 

パイルアップ  

第５号 

平成 29 年５月６日 

文責 校長 

 

 

 連絡事項 

【来週の予定】                 ※前期公開授業週間 

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

８日（月） 全学年 月① 月② 月③ 月④ 新花祭準備 月⑦ 

９日（火） 全学年 火① 火② 火③ 火④ 火⑤ 火⑥ 火⑦ 

10日（水） 全学年 水① 水② 水③ 水④ 新花祭準備 水⑦ 

11日（木） 全学年 木① 木② 木③ 木④ 木⑤ 木⑥ 木⑦ 

12日（金） 全学年 金① 金② 金③ 金④ 校内漢検 金⑥ 放課後 

 

mamas café 来週の日替わりメニュー 

８日（月） ９日（火） １０日（水） １１日（木） １２日（金） 

つくねの 

ねぎ味噌だれ 
ハヤシライス 

さば 

味噌漬け焼 

チキン串カツ 

とんかつソース 

ポークチャップ 

※実験的に 10日（水）は８：３０から 200円で朝食を提供します！ 

 

※今週の わたなべあけみ さん 

 

～「頑張れ」って素敵であり難しくもある言葉ですよね～ 

 

藤棚 

 昨日、宗像の浄光寺に藤棚を見に行って参りました。

決して豪勢ではない、だからこその良さに、しばし時

間を忘れのんびりとその下でたたずみました。頬をな

ぜる５月の風の何と心地良いことでしょう。宮崎の実

家にもある藤棚に想いを馳せつつ、亡き父と藤棚にま

つわる思い出に胸がつまりました。 

 

23年前に父が自ら操るユンボ（重機）を使って私と二人がかりで作った実家

の藤棚、その満開の藤を見ることなく翌年４月に父は亡くなりました。咲き誇

る藤を見るたびに、父の無念さと藤を見上げて涙ぐむ母の横顔が思い出されま

す。実家に帰ると、この藤棚は、この梅は、この小屋は…と亡き両親の面影が

薄れることはありません。年々その懐かしさは増すばかりです。 

 

昔話、とりわけ亡き人を想い懐かしむ何気ないエピソードは心を打ちます。

立花高校も新しい校舎を手に入れるために旧校舎を失いました。この校舎の歴

史を作っていくのは君たちですが、同じように旧校舎の歴史を作り上げた先輩

方も、その瞬間その瞬間は新しい時間を刻んでおられたのです。その姿が失わ

れた今、先輩たちはどんな気持ちで新校舎を目にするのでしょう。 

 

60年目を迎えた立花高校、君達にその歴史に感謝をしなさいと言ってもピン

と来ないでしょうね。やがて少しずつわかってくれるのかな。毎日のように新

校舎にたくさんの卒業生の先輩方が遊びにこられます。立花の良さは普遍であ

りたい。「変わってないね」の一言が一番嬉しく感じる今日この頃です。 


